
（
現
東
京
藝
術
大
学
）

1
8
9
8

（
明
治
3

1

)

年
に
弟
子
た
ち
と
と
も
に
日
本
美
術
院
を

創
設
し
ま
し
た
。
や
か
て
、
天
心
は
茨
城
県
北
茨
城
市

五
浦
に
居
を
構
え
、

1
9
0
6
（
明
治
3

9

)

年
に
は
日

よ
こ
や
ま
た
い

本
美
術
院
を
再
編
成
し
て
、

4
人
の
愛
弟
子
、
横
山
大

瓢
]
]
叩
胴
叫
‘
配
叫
胴
厨
ヽ
和
冑
応
叫
を
呼
び
寄

せ
、
日
本
固
の
近
代
化
を
目
指
し
た
美
術
活
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

天
心
邸
。
長
屋
門
。
六
角
堂
（
明
冶
3
8
年
建
築
）
は
、

1
9
5
5
（
昭
和
、
)
年
に
天
心
偉
績
顕
彰
会
か
ら
茨

城
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
平
成
1
5
年
に
登
録
文
化
財
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
六
角
堂
は
、
天
心
が
自
ら

設
計
し
た
も
の
と
さ
れ
、
天
心
の
創
意
の
奇
抜
さ
を
示

し
て
、
他
に
類
を
見
な
い
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
て
五
浦
を

特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。
杜
甫
の
草
堂
で
あ
る
六
角
亭
の

ヽ
｀
に
よ
い
ほ
う

構
造
に
、
仏
堂
の
朱
塗
り
の
外
壁
と
屋
根
上
の
如
意
宝

じ
ゅ
~
ヽ
珠
の
装
い
を
施
し
、
内
部
に
床
の
間
を
備
え
た
茶
室
と

の
役
割
を
か
ね
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
建
築
で
す
。

六角堂の目の前に広がる太平洋。内部にたたずむと水面に囲まれて，海に浮
かんでいるような気持ちになります。天心没後に訪れたタゴールや北原白秋
など，多くの文化人を魅了した眺望です。

し

ん

ら

ん

む

こ

く

仏

堂

と

し

て

の

蜆

鸞

が

夢

告

を

受

け

た

ち
ょ
う
ほ
う
じ

京
都
の
頂
法
寺
の
も
の
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま

す

。

、

詩

想

を

は

ぐ

く

み

、

釣

り

を

楽

天心の世界観が表現された六角堂（撮影：岡倉禎志＝天心の曾孫）

し
ん
だ
杜
甫
の
境
地
に
天
心
も
憧
れ
た
よ
う
で
す
。
六

※
2
 

塁
の
四
面
の
窓
は
、
園
林
亭
子
と
し
て
の
解
放
感
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
板
敷
き
の
床
の
中
央
に

床
の
間
に
絵

ラ
マ
を
眺
め

体様屋す角あ同 な
とに一゜堂っ時有が
な‘と天にて進名ら
つ六呼心茶‘行な茶
た角んは室二！だーを
哀棠で‘の余っ茶喫
心にいこィの のし
のもまれメ王fこ本た
批‘しを l さー＇こ
界道tっ ・：、の二執と
観教ち屑［：構；筆で
がとそ瀾重想。レし
表禅し亭ねが エょ
現＾てfた進計ハヽ
さ茶 ←のむ画息つ。
れ室冒天だに変皇
て‘ーの波とつ更銚
いが本を思れの言
ま渾一見わて痕耐
す然とるれ‘跡は
゜一同東ま六も、

33"文化庁月報 2011.2 ※ 1杜甫の草堂 唐代の大詩人である杜甫か，安史の乱を避けるため成都に建てた東屋。
※2亭了 東アジア各地に見られる伝統建築で，休憩したり景色を眺めたりするための東屋。
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